



















第 2 7 3 3 号
昭和 48 年 3 月 24 日
理学研究科生物化学専攻















イドグロプリン画分を 1 st DEAE-Sephadex A -50カラムクロマトグラフィ一、 2nd DEAE田 Se­
phadex A -50カラムクロマトグラフィ一、 CM-S ephadex C -50カラムクロマトグラフィ一、アル
ギニンー Sepharose 4 B を用いる吸着クロマトグラフィ一、 Sephadex G -150 を用いてのゲルj慮過
にかけ、ディスク電気泳動や超遠心分析法でほぼ単ーなプレカリクレインを得た。ウシ血紫 7.5 リッ
トルからの収量は 4.6mgで、ある。 1 st DEAE-Sephadex A --50のクロマトグラフィーより算出して約
1 ， 300倍精製しえた。精製標品中にはプラスミノーゲン、プラスミン、スロンピンの央難はなかった。




た活性になったカリクレインを β-mercaptoethanol で還元後、 SDS-gel 電気泳動を行なうと、プレ
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活性な Factor Xa になる時も同じ配列をもっ N末端部があらわれることが明らかになった。 カリク
レインの場合、本論文では活性化にともなって生ずる N末アミノ酸部分を調べるまでになっていない
が、論文中のプレカリクレイン精製法を孝案したことは、上のような相似性をカリクレインについて
も調べる道を聞いたことになる。
(4) 従来ショック時などにおいてキニン活性とプラスミン活性の充進がみられることから、プラス
ミンは血中でプレカリクレインを活性化するとの考えがもたれていた。今回プレカリクレインはプラ
スミンで活性化きれにくいことが明らかにきれたので、血中においてもプラスミンが直接プレカリク
レインを活性化す-る可能性はないと結論した。以上のように高橋英喜君の研究は血中でのキニン遊離
やカリクレインの活性化反応の研究に関して重要な寄与をしたものと考えられ、理学博士の論文とし
て十分価値あるものと認める。
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